






















































































































































































































































































 表３ 　２回目の調査時における聴覚言語理解能力学習障害領域群（Ａ群）と 
正常範囲群（Ｂ群）における生物学的要因の差異
A群（n＝22） B群（n＝6）
聴覚言語理解能力得点 38.2±3.5 17.5±6.2　　　　　　　　 *









































































聴覚言語理解能力得点 卵性 性別 出生体重（ｇ） 在胎週数（週）
c群
9 1 女 1940 34
10 1 女 2012 35
ｄ群
20 1 女 1946 34
21 1 女 1860 31
22 1 女 1060 31
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